
























































（ ） の 中 は 全 体 に 対 す る バ ー セ ン ト を 示 す 。
数字は用例数
(B) (A) 
. . .. . . . ' . 
1424 (87.75) ..___ 
(b) (a) 
，． 
1 4 2 2 (8 7.6 6) 
, - （二） （一）• -
1 9 9 1 5 1 (9.3) 
(12) 
(2) (1) 
1 12 2 
(0.0 9) 








（ 「 此 レ ヲ 」 の 省 略 ）
（ 宝 物 祭 ）
御 前 の 低 餘 、 い と お び た だ し げ な る 政 と かい ふ 物 か け ら れ た り 。
拿炉 岐 典 侍 日 記 ）
本 稿 で 、 私 が 低 匙 に し た い の は 、 口 と ⑪ 、 つ ま り へ 次
き
。
ぃ 泊 海 の 底 な る 犀 は こ れ に ゑ ひ て 角 を き ら れ
（ 今 昔 物 語 巻 二 十 六 ・ 一 ）
（ 「 功 徳 ヲ 」 の 省 路 ）
切 家 ノ 女 子 、 此 レ ヲ 惜 テ 衣筑 昧 卜 辞 フ 程
ト云へ、ハ
（ 今 昔 物 語 巻 二 十 ・ 三 十 六 ）
。












「 此 ル 色翌 功 徳 好 炉嘉 悶‘ 悲 キ 事 也 」 ト
伶 囮 ｀ … • と き
r
＼ 来 る 男 、 来 た り け る に
、
雨に即引
こ め ら れ て 居 た る に （ 古 本 説 話 梨 ）
＠ け 。 ・ ・ 人 の も と に や し な は れ て 、 十 二 三 ま で 侍 り
糀 師 、 「 ： ・ ・ ・ 咄 � 師 ノ 施 経 愚 ナ ラ バ コ ソ
ニ 布 ラ メ 、 我 ガ 甜 ノ 迎 ク ラ ム ＾





































































































































































































































































































































心 男 に ぐ し て 西 臣 へ 下 る 程 に 、




た 所 き ら れ てil’�,4
， ヽ＼ 、 I し 、
伍 我 い み じ ぅ 宝 に せ し 玉 を な む 盗 れ に し
（ 打 開 集 ） ＾ 
ff 
ヽ
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,9、 ' , ＇ J ` ' ‘ : ‘ ,
碑 提 婆 逹 多 に 御 は ぎ を う た れ 給 。
. . . 
-＇ヽ'、' 、 ' , 1 , ' , ＇ , ＇ , : / ` ’





















（ 宝 物 梨 ）
(11




げ し の き は に 、
四 尺 の 御 几 帳 立 て ら れ た り 。
2 慈 き 阿闇 梨 の 御 戸 お し け た れ て 聞 ゆ （3 御 低 、
几 帳 の か た び ら 、
御 節 子 な ど 取 り 払 は れ て 、
4 御 帳 も な か り つ れ ど 、
（ 御 帳 の ） あ り し や う に 立 て
43
）
ら れ な ど し て 、 ．
（
ー
5 笛 の ね の お さ れ し 壁 の あ と み れ ば 過 ぎ に し 事 は 夢 と
l
党 ゆ る
6 さ く ら の は な の か め に さ ・ ヽ れ た る を 御 ら ん し て 、
（ 大 敏 ・ 天 ）
t 花 す A き 我 こ そ し た に お も ひ し か
•19,
．
に い て A 人 に む す は れ に け り， 
＆ 楽 府 の 屏 風 に か A り て そ こ な は れ た な る
③非 常 の 受 身 の 用 例
.＾ ＾ 
” “ ” // 
地） 天 ）
（ 花 す A き は ） ほ
(“ 
ヽ 、- 、一
（ 讃 岐 典 侍 日 記 ）
り゜（ 松 浦 宮 物 語 ）
（ 建 礼 門 院 右 京 大 夫 集 ）
-1-
.
認 大 曲 の 様 は 皆 唱 は れ に き
• • • • . • • • • • • • • • 
且たけ の 薬 は つ よ き 日 に よ ら れ た る や う に て ま と に つ
ち さ へ さ け て
、
（ 梁 艇 秘 抄 口 伝 染 ）
E 甲胄 を は し め 物 の 具 ・ ・ ・ ・ ・ 夢 に も あ ら す さ な か ら ま
． 
ヘに を か れ たり
、
たのも し う う れ し と は 世 の つ ね な
盛 其 ／ 骸 ヲ 誰 卜 不 知 ．ス ト 云 ヘ ド モ
、
・ ・ ・ ・ フ ・ ‘ - っM フ人 二 踏 レ シ ヲ 哀 プ ガ 故 二 埋 ． 、 、 隠 シ テ キ
（ 骸 ノ ） 道 二 有 テ( ．
II
 
褐 キ 事 モ 底 キ ぷ モ 永 ク 酬判
‘
永 ク 知釦り＇ 、 事 無 シ
邸 御 衣 ノ 朽 ク ル ガ
、










訟隊は 月 の 光 に 照 ら さ れ て
、
（ 古 本 説 話 染 ）
き
ら
め き た り










3：・・ ・ ・ ・ ・ ・
カ
レ
訟 突 ノ 仏 舎 利 ハ
、
劫 焼 ノ 火 ニ モ 不 被 焼 ズ
、
ク ダ カ レ ・
モ 不 被 砕 ズ
一
n




古 ヨ リ 術 辰 ラ シ テ が 知畔打
^ 
． ． ． にとら れ た る は
、
よ か ら ぬ 布 に や 』 と （
“ 
人）
風 の 吹 き ま つ ひ て
、
東 大 寺 の 大 仏 段 の 御 前 に お と し
• • • • • • • • • • • • • • • • 
『春日
の
御前 な る も の の
、






2 御 前 の も の と も の 参 ら せ す ゑ た り け る を 俄 か に つ し 9 御 ほ と け な と ち か う て お か み た て ま つ ら ん も の と も
． 
と り を か れ ぬ さ き に と お も ひ て ま ゐ り て 侍 し に
（ 大 鋭 ・ 人 ）
II 
”
巻 十 ） 巻
六
）
金 罰 ノ 杵 ニ
巻 六 ）




は 正 見 の ま こ と は （ も り か く れ て 魔 界 の や み に く ら さ
れ に
し か ば
（ 松 浦 宮 物 語 ）
立 ま た 古 歌
、
掛 か れ た る を 見 て
、
（ 四 条 宮 下 野 梨 ）
． ． 
（以上和 文 ）
ー ， ． ， ＇
⑱
此 池 日 二 煤 ラ
レ
テ 魚 皆 死 ム ト ス
（ 三 宝 絵 詞 ）
_ 
⑲ 出 ム ト 為 ル 戸
、
忽 品E ラ レ ヌ
。
（ （ 今 昔 物 語 巻 一 ）
' r - m ● 一
月
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1 0 � )
姓 礼 門 院 右 京 大 夫 集 ( l - 22
五％）
梁 麿 秘 抄梁 臨 秘 抄 口 伝 祭
(
l
-11 
九％）
(0
-22
山路の認
(
3
-16 
0%
）
一九％）
•山路の甜（朝日古典全昏「諒氏物語七」池
田
角條註
。百座法談拙醤抄（桜捩社「百座法談聞密抄」佐藤
洋一郎著）
・宝物集（古典文肛本 宝物集」）
。古本説話集（風間留房「古本説話集総索引」
山
内
集一、
こ
、
三、四、
五」山
田
孝雄以下校註）
・大鏡（桜楓社「大競の研究」秋葉安太郎著）
。今昔物語（岩波害店「日本古典文学大系今昔物語
井幸助校註）
・曲岐典侍日記（朝E古典全襟「翫岐典侍日記」玉
前後の時代で、
どのように変化していくかは、
大変興味
深いところである。
使用テキスト
一方、
和淡混沿文では、
増加の傾向
にあるが、
和文に比較して使用率が少ない。
これは、
説
らして、
第三者的・傍観的な立楊で説教するよりも、
主
観的言い方をした方が、
力強く説得力があり、
それだけ
・染馳秘抄（朝日古典全祖「梁座秘抄」小西甚ー校・梁座秘抄口伝集（．莉礼門院右京大夫楳 武蔵野書院「珪礼門院右京大夫集全釈」本位田重美著）保崇朋編）総索引」久保木哲夫組)
。三宝絵詞（古典文庫 「三宝飴詞」）
総索引」土岐武治著）
•四条宮下野集（笠問蓋院「四条宮下野集校本及び
・堤中納言物語（風間書房「堤中納言物語校本及び
・笠物語（笠肪租院号物語校本及び総索引」小久
中の「松桶宮物語」）
目的逹成の功果が上ったためであ うかと思われる。
•松浦宮物語（養徳社『桂宮本叢舌第十六巻物語二』
話が仏教の布教とか
、
教義的な目的で編集されたことか
註） 校註）
“ 
、ゴ'
- •142 -
亮雄校註）
こ
で
扱
っ
た
。
・ー
大学大学院一年1
和漢混消文としてこの時期の作品が少ないため、
こ
※「三宝絵詞」は平安末期よりも前の作品であるが、
•9 
・ �
-14·3-
